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A-1) 専門領域：固体物性化学

A-2) 研究課題：

a) 不斉構造を持つ分子磁性体の構築とその物性に関する研究

b) 高スピンπ‐共役ポリニトロキシドラジカルを配位子とする遷移金属錯体の合成と物性に関する研究

c) 自己増殖反応場の構築に関する研究

A-3) 研究活動の概略と主な成果

a) 不斉構造を有する分子磁性体とその物性に関する研究：特異な磁気光学現象が予測されている不斉な磁気構造を有

する透明な磁性体の構築研究を行った。キラル配位子を有するマンガンまたは銅の２価イオンとヘキサシアノクロ

ム３価またはオクタシアノタングステン５価イオンの自己集合組織化させることにより二および三次元の不斉構

造を有するフェリ磁性体の構築に成功した。単結晶による磁気異方性測定の結果，磁化の主軸および磁気異方性定

数に関する研究を進めた。キラル配位子を有するマンガンの２価イオンとヘキサシアノクロム３価イオンを含む二

次元の不斉構造を有するフェリ磁性体（Green Needle）について，可逆な単結晶で進行する２つの構造相転移を発見

した。３種の多形について構造，磁性，磁気異方性の研究を進めた。

b) 高スピンπ‐共役ポリニトロキシドラジカルを配位子とする遷移金属錯体の合成と物性に関する研究：高スピン有機

ラジカルと遷移金属イオンの自己集合組織化を用いた分子磁性体の構築研究では，様々な次元性を有する錯体が得

られている。これらの錯体は，その磁気構造の次元性に対応した磁性の異方性およびダイナミクスを示す。１次元錯

体のパルス超強磁場による磁化のダイナミクスの研究を行うことにより，詳細な磁気構造および磁区のダイナミク

スを解析した。

c) ポルフィリンを基本ブロックとした，三次元自己増殖反応場の設計を行い，基本パーツの合成を進めた。
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特願2000-42970, 特開2001-237113, 「不斉分子磁石及びその製造方法」, 井上克也（岡崎国立共同研究機構長）, 2000年.

B-6) 受賞、表彰

井上克也 , 井上研究奨励賞 (1995).

井上克也 , 分子科学研究奨励森野基金 (1997).

B-7) 学会および社会的活動

学会の組織委員

分子構造討論会実行委員 (2004).
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B-9) 学位授与

岡　芳美, 「Studies on Structure and Magnetic Properties of Low-Dimensional Co(II) Complexes with Phenylcinnamic Acid」,

2004年3月, 博士（理学）.

B-10)外部獲得資金

奨励研究(A), 「高スピンπ-共役ポリニトロキシドラジカルを配位子とする遷移金属錯体の合成と磁性」, 井上克也 (1995年).

若い化学者たちの市来崎基金助成金, 井上克也 (1995年).

神奈川科学技術アカデミー研究助成, 「高スピンポリラジカルの遷移金属錯体の磁性」, 井上克也 (1995年).

日産奨励研究助成, 「三次元磁気構造を持つ高温分子性強磁性体の構築」, 井上克也 (1995年-1995年).

基盤研究(B), 「高温キラル分子磁性体の構築と磁気物性」, 井上克也 (2003年- ).

C) 研究活動の課題と展望

キラル磁性体は，スピン構造も不斉になる可能性がある。今回得られた結晶について，ヘリカルスピンオーダーとコニカルス

ピンオーダーらしきものが観測されている。今後，これらスピン構造を明らかにして行くと共に，他の構築法の探索も進める。

また，スピン－軌道相互作用が大きな遷移金属イオンを用いたキラル磁性体の構築も行う。

＊）2004年4月1日広島大学理学部教授




